
 

1 

     知的障害特別支援学校 高等部**コース 国語科 学習指導案 
      

〔全体計画〕 

日時 2019 年**月＊日（＊曜日）２校時９:40～10:30 場所 高等部２年＊組教室 

指導者 Ｔ１〇〇，Ｔ２〇〇 

単元名 「具体的に説明しよう」 

単元設定

の理由 

本グループは，高等部＊＊コース２，３年の７名（男子３名，女子４名）で構成されてい

る。本コースは，社会生活や職業生活に必要な基礎的な知識・技能・態度の習得を図ることを

目標としており，卒業後は，職業的自立に向けて，就労継続支援 A型事業所や就労移行支援事

業所への通所，特例子会社等への一般就労を目指している生徒たちである。日常生活の中で，

自分の興味関心があることは，教師や友だちと会話を楽しむことができるが，報告や連絡，相

談等の場面では事柄を順序立てて話すことが難しい生徒が多い。また，語彙力が乏しく，報告

の場面では，伝えたい気持ちはあるものの，要点を押さえた内容を相手に伝えることが難し

い。このことから，物事を説明するときに使用する具体的な表現を考える機会を設け，相手に

分かりやすく伝える学習が必要であると考えた。 

 特別支援学校高等部学習指導要領に示された国語科では，「社会生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。」と示されている。この目標達成のため

に，特別支援学校高等部学習指導要領の国語科の内容第１段階，（２）内容の思考カ，判断

カ，表現カ等のＡのイ「目的に応じて，話題を決め，集めた材料を比較するなど伝え合うため

に必要な事柄を選ぶこと」と，Ｂのウ「自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確

にして，書き表し方を工夫すること」を取り上げていく。本単元では，身近な物や出来事を項

目や時系列等にまとめ，相手に伝える活動に取り組んでいく。指定した物事について自分の言

葉で表現し，相手に伝える活動を取り入れることで，生徒たちが学習を通して，様々な事柄を

具体的な言葉で表現する力や，自分以外の人にも分かる表現をしようとする力を育てることが

できると考え，この単元を設定した。 

 指導に当たっては，伝えるということに苦手意識を感じないようにクイズ形式を取り入れ，

ゲーム感覚で学習できるようにする。最初は自分の好きなもの，興味があるものを題材とし，

その後教師が指定したものを題材とすることで，自分に知識がなくても，その物事について言

葉にしなければいけない場面を作っていく。物事について自分の言葉で表現する場面では，項

目や時系列等を教師が提示し，自分の語彙の中から言葉に出来る部分を見つけられるように

し，自分の言葉で表現する力，何とか相手に伝わったという達成感から自信と意欲を高めてい

きたい。言葉で表した物事については，ペアやグループの相手に伝える場面を設定し，自分の

言葉や友だちの言葉が具体的でわかりやすいものであったか，客観的に考えることができるよ

うにする。 

単元の 

目標 

・物事について，具体的な言葉で表すことができる。（知識及び技能） 

・物事の内容に沿った，表現をすることができる。（思考力・判断力・表現力等） 

・説明において，分かりやすい表現と分かりにくい表現を理解しようとする。 

（学びに向かう力，人間性等） 

指導計画 

(７時間

扱い） 

本時は 

第４時 

第１次 自分の好きな物を説明してみよう・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

 第１時  説明の仕方を学ぼう・・・・・・・・１時間 

 第２時  友だちに説明してみよう・・・・・・１時間 

第２次 物や出来事について説明してみよう・・・・・・・・・・・・・・５時間 

 第１時  物について説明してみよう・・・・・３時間（本時は２時間目） 

 第２時  出来事について説明してみよう・・・２時間 
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〔本時の指導〕 

１ 全体目標  

・内容に沿った動物の特徴を書くことができる。         （思考力・判断力・表現力等） 

２ 生徒の実態及び個別目標   

 

 

生徒 生徒の実態 個別目標 自立活動の目標 

Ａ 

３年 

      

・物の説明をするとき，「格好良いで

す」等，自分が抱いた印象を優先し，

相手に伝わりにくい表現をしてしまう

ことがある。 

・自分の興味のあるものや身近な物の見

た目以外の部分の特徴をイメージする

ことができ，言葉で伝えることができ

る。 

・指定された動物を特定で

きる特徴を２つ以上書く

ことができる。 

      

Ｂ 

３年 

      

・報告や説明を時系列に整理して言葉に

することが難しく，話の中の重要なキ

ーワードが相手に伝えることが難しい

ことが多い。 

・身近な物の形や色の特徴はイメージで

き，言葉にすることができる。 

・動物の特徴を付箋一枚に

一つずつ正しい単語で書

くことができる。 

・小学部の児童に

対しての説明で

必要だと思うこ

とについて，意

見を出すことが

できる。 

Ｃ 

３年 

      

・身近な物の形等の特徴をイメージする

ことが難しく，自分の言葉で表すこと

を苦手としている。 

・自分の言葉で表現することに自信がな

く，ヒントを求めることが多い。 

・指定された動物の動画を

見て，姿や動きについて

の特徴を書くことができ

る。 

・「会話の仕方を

学ぼう」では，

内容に沿った質

問をして，会話

を２分程度続け

ることができ

る。 

Ｄ 

２年 

      

・文章を書く際には，助詞や拗音，促音

等を正しく書くことが難しい。 

・自分の興味のあるものや身近なものの

見た目以外の特徴までイメージでき，

言葉で伝えることができる。 

・動物の特徴について自分

で考え，「△△は，〇〇で

ある。」等，三語文で正

しく文を２つ以上書くこ

とができる。 

・４，５人のグ
ループで，話
し 合 い を 行
い，自分の意
見を１つ以上
出すことがで
きる。 

Ｅ 

２年 

      

・身近な物の形等の特徴はイメージでき

るが，言葉で表す際は，項目や注目す

べき点等のヒントが必要である。 

・動物の写真や動画を見

て，姿や動きについての

特徴を選び，１つ以上単

語で書くことができる。 

・友だちの話を

聞いて関連す

る質問を２つ

することがで

きる。 

Ｆ 

２年 

 

・身近な物の形や色等の特徴はイメージ

できるが，言葉で表す際は，項目のヒ

ントが必要である。 

・動物の写真や動画を見

て，姿や動きについての

特徴を２つ以上単語で書

くことができる。 

 

・依頼された内

容を相手に正

確に伝えるこ

とができる。 

Ｇ 

２年 

 

・身近な物の形や色，動物であったら鳴

き声等の特徴はイメージできるが，言

葉として伝えることは難しい。 

・意見を出す際は小声で伝わりにくいこ

とが多いため，単語ではっきりと話す

ように言葉かけが必要である。 

・動物の写真を見て，動き

や鳴き声の特徴につい

て，２つ以上単語で書く

ことができる。 

・３，４人で話

し合いを行う

ときに，自分

の意見を１つ

発表すること

ができる。 
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３ 展開            

※形態の表記は 全体：全，グループ：グ，個別：個      

形態時間

（分） 

主な学習活動・内容 

（必要に応じて配置図等を入れる） 

指導の手立て（各Ｔの役割等） 

※評価は□で囲む 

全 

（５） 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

グ 

（２） 

 

 

 

 

１ 始めのあいさつ 

 

 

      

２ 前回の振り返りをする 

・特徴を思い出して発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 本時の目標・学習内容の確認 

（１） 目標を確認する。 

 

「動物の特徴について，具体的に付 

箋に書くことができる。」 

 

（２）学習内容を確認する。 

 

 １ 物の特徴を考えよう 

 ２ グループで考えよう 

 ３ 発表しよう 

 ４ 振り返りをしよう 

 
 

４ 物の特徴を考えよう 

（１） いくつかの動物の動画を見る。 

 

 

（２） 教師が提示した動物の特徴を考え

る。 

 

（３） 特徴を言葉で表す。 

＜発表順＞ 

    （Ｂ→Ｅ→Ｃ，Ｆ，Ｇ→Ａ，Ｄ） 

 

 

 
 

５ グループで考えよう 

（１） 指定されたグループに分かれ，バ

インダーと付箋を受け取る。 

 

 

 

・正しい姿勢で挨拶が出来るように，全員が前

を向いたことを確認してから，生徒に号令を

するよう促す。 

 

 

・前回の授業との繋がりを意識できるように，

犬，ウサギについての特徴を思い出す時間を

設ける。 

・犬とウサギの写真を提示し，姿等の特徴を表

す言葉を思い出せるようにする。 

・思い出せる生徒の発表を聞き，思い出すこと

が難しい生徒が確認できるようにする。 

・Ｔ２はＣとＥに特徴を一緒に思い出そうと励

まし，落ち着いて写真に注目するように言葉

かけを行う。 

 

・Ｔは「かわいい」や「かっこいい」等の具体

的とは言えない共通の特徴について確認する

ため，“具体的に”の部分に印を付ける。 

 

 

・Ｔ１は学習内容のカードをミニホワイトボー

ドに貼って簡潔に説明することで，生徒が見

通しを持てるようにする。 

 

 

 

 

・道端や動物園，水族館などで生徒が目にして

いる可能性が高い，猫，犬，ゾウ，イルカ，

ペンギンの動画をスクリーンに提示する。 

 

・積極的に特徴を出せるように，動画に出てき

た猫の写真を提示する。 

 

・物事をイメージすることに課題がある生徒を

２番，３番として，１番の答えをヒントにで

きる順番で指し，特徴を一つずつ発表するよ

うにする。 

・難しい場合は，項目を提示し，項目に沿って

特徴を発表できるようにする。 

 

・Ｔ２は，バインダーと付箋の配付を行う。 

・説明を集中して聞くことが出来るように，生

徒にバインダーと付箋が渡ったことを確認し

た後，流れを詳しく説明する。 

 

 

Ｇ１：Ａ，Ｃ，Ｆ，Ｇ 

Ｇ２：Ｂ，Ｄ，Ｅ 
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個 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 写真と動画を見て，動物の特徴と

してふさわしい言葉を考え，付箋

に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時計を指して活動の終わりの時間を提示し，

見通しをもてるようにする。 

・特徴を書く時のポイントとして，具体的とは

言えない言葉についてホワイトボードに提示

し，生徒が確認できるようにする。 

・特徴を考える手掛かりになるように，項目が

書かれているＡ３用紙をグループ１枚配る。 

・ＣとＥには，特徴が書かれた一覧表を配る。 

・特徴の言葉が出ない場合は，写真や動画に注

目するように言葉をかけたり，項目を提示し

たりする。 

 

Ａ 指定された動物を特定できる特徴を 

２つ以上書いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｂ 動物の特徴を付箋一枚に一つずつ 

正しい単語で特徴を書いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｃ 指定された動物の動画を見て，姿や 

動きについての特徴を書いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｄ 動物の特徴について自分で考え，「△ 

△は，〇〇である。」等，三語文で正 

しく文を２つ以上書いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｅ 動物の写真や動画を見て，姿や動き 

についての特徴を選び，１つ以上単 

語で書いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｆ 動物の写真や動画を見て，姿や動き 

についての特徴を２つ以上単語で書 

いている。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

Ｇ 動物の写真を見て，動きや鳴き声の 

特徴について，２つ以上単語で書く 

ことができる。 

（思考力・判断力・表現力）［付箋］ 

 

 

 ・内容に沿った動物の特徴を書いている。 

（思考力・判断力・表現力） 

［観察・会話・付箋］ 
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グ 

（８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

（５） 

 

 

 

 

（３） グループのメンバーで動物の特徴

を書いた付箋を持ちより，項目ご

とに特徴を分ける。 

 

（４） 同じ特徴が書いてある付箋をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 分かりやすいと思われる特徴の付

箋ベスト５をＡ４の紙に順に並べ

る。 

 

 

６ 発表しよう 

  （クイズ！当ててみよう） 

 

 

 

 

 

（１） グループごとに発表する。 

 

 

（２） 答え合わせを行う。 

 

 

７ 振り返りをしよう 

 

 

 

 

 

８ 次回の学習内容の確認 

 

 

９ 終わりのあいさつ 

・Ｔ１は，グループごとの進度を確認し，次の

活動に移ることが出来るように言葉をかけ

る。 

 

・自分と同じ特徴が書かれた付箋に気付くこと

ができるように，生徒に自分が書いた付箋を

読み上げながら，Ａ３の紙に貼るように促

す。 

・同じ特徴を書いた人がいた場合，自分だけで

なく，他の人も同じ特徴を考えていたと共有

できるように，Ｔが言葉をかける。 

・Ｔは，項目に沿っているか，正しい言葉であ

るかをグループ全体で確認できるように言葉

かけをする。 

 

・動物の特徴として，分かりやすい言葉はどれ

か，問いかける。 

 

 

 

・それぞれの物について，具体的な特徴を出す

ことができたか問いかけ，一生懸命取り組ん

だことを称賛する。 

・発表の仕方を説明し，物の名前は最後に明か

すことを伝える。 

・Ｔ１は各グループの代表者を指名する。 

 

・先に発表したいグループを聞き，主体性を大

切にする。 

 

・聞いている側全員で答えを言い，答え合わせ

を行う。 

 

・分かりやすいと感じた説明の言葉を聞き，板

書に印を付けて，確認する。 

・分かりやすく伝えることを意識することで，

具体的に説明できるようになることを伝え

る。 

 

・次回の授業の日にち，内容を伝え，見通しが

もてるようにする。 

 

・正しい姿勢で挨拶が出来るように，全員が前

を向いたことを確認してから，生徒に号令を

するように促す。 
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板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 

開始時                      個別・グループ時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国
語 

具
体
的
に
説
明
し
よ
う 

 

目
標 

物
の
特
徴
に
つ
い
て
，
具
体
的
に
付

せ
ん
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 
学
習
内
容 

一
、
物
の
特 と

く

徴
ち
ょ
う

を
考
え
よ
う 

 
 
 
 
 
 

 

二
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
よ
う 

 
 
 
 

 
 
 

三
、
発
表
を
し
よ
う 

 
 
 
 
 
 

 
四
、
振
り
返
り
を
し
よ
う 

  
 

具
体
的
で
は
な
い
言
葉 

 
 
 
 

「
か
わ
い
い
」 

 
 
 
 

「
か
っ
こ
い
い
」
な
ど 

 
 
 

※
ど
ん
な
ふ
う
に
、
を
考
え
て
み
よ
う
。 

  

一
、
物
の
特
徴
を
考
え
よ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

<

特
徴>

 

ね
こ 

 
 
 
 
 

※
特
徴
を
箇
条
書
き
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

 

三
、
発
表
を
し
よ
う 

  
<

グ
ル
ー
プ
１>

 
 
 

<

グ
ル
ー
プ
２>

 

 

・
分
か
り
や
す
い
特
徴
ベ
ス
ト
５
を
箇
条
書
き 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

猫の写真 

ホワイトボード 

Ａ Ｅ 

Ｄ 

Ｆ 

Ｂ Ｃ 

Ｔ１ 

Ｔ２ 

ホワイトボード 

Ａ 

Ｃ 

Ｇ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｂ Ｄ 

Ｅ 
Ｔ２ Ｔ１ 

教卓 教卓 

机 

机 


